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第 １ 回 総 合 計 画 審 議 会 議 事 録 （ 概 要 ）  

 
１  開 催 日 時  平 成 ２ ０ 年 ４ 月 ２ ２ 日 (火 )  
       午 後 ４ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ６ 時 ４ ０ 分  
 
２  場   所  流 山 市 役 所 ４ 階 委 員 会 室  
 
３  出  席  者 （ １ ７ 人 ） ※ 敬 称 略  
（ １ ） 審 議 会 委 員 （ 委 員 の 構 成 ）  
浅 見 泰 司     (学 識 経 験 を 有 す る 者 )  
木 下 剛      (学 識 経 験 を 有 す る 者 )  
久 保 悌 二 郎    (学 識 経 験 を 有 す る 者 )  
加 藤 良 則     (学 識 経 験 を 有 す る 者 )   
奥 田 富 子     （ 教 育 委 員 会 の 委 員 ）   
大 塚 侃      （ 農 業 委 員 会 の 委 員 ）   
海 老 原 新 蔵      （ 公 共 的 団 体 等 の 職 員 ）   
中 山 文 男        （ 公 共 的 団 体 等 の 職 員 ）   
山 﨑 秀 雄        （ 公 共 的 団 体 等 の 職 員 ）   
田 井 慶 一 郎      （ 公 共 的 団 体 等 の 職 員 ）   
新 保 國 弘        （ 市 民 公 益 活 動 団 体 を 代 表 す る 者 ）   
山 口 文 代        （ 市 民 公 益 活 動 団 体 を 代 表 す る 者 ）   
大 澤 信 弘        （ 公 募 の 市 民 ）   
石 井 主 税        （ 公 募 の 市 民 ）   
島 田 直 幸        （ 公 募 の 市 民 ）   
村 瀬 義 夫        （ 公 募 の 市 民 ）   
増 岡 信 男        （ 公 募 の 市 民 ）      
※ 欠 席 委 員 （ 1 人 ）   
内 山 久 雄        （ 学 識 経 験 を 有 す る 者 ）  
（ ２ ） 出 席 職 員 等  
市 長  井 崎 義 治     副 市 長  石 原 重 雄  
・ 案 件 関 係 職 員  
企 画 財 政 部 長            染 谷 郁       
企 画 財 政 部 次 長 兼 企 画 政 策 課 長    加 藤 正 夫  
企 画 財 政 部 次 長 兼 財 政 課 長      菅 原 治  
行 政 改 革 推 進 課 長          遠 藤 幹 夫  
秘 書 広 報 課 長            加 茂 満  
企 画 政 策 課 長 補 佐          水 代 富 雄  
行 政 改 革 推 進 課 長 補 佐        増 田 恒 夫  
財 政 課 長 補 佐            倉 井 操  
秘 書 広 報 課 長 補 佐          亀 山 隆 弘  
 
そ の 他 事 務 局 職 員 （ 企 画 政 策 課 ）  
室 長   松 井 か づ 子        主 査   安 井 彰        主 査  渋 谷 俊 之  
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主 査  大 津 真 規        主 任 主 事   大 塚   健    主 任 主 事  富 樫   聡  
主 事  鈴 木 新 吾         主 事  青 野  元   
 
（ ３ ） 傍 聴  な し    
 
４  議   題  

委 嘱 式  
（ １ ） 流 山 市 総 合 計 画 の 概 要 に つ い て  
（ ２ ） 後 期 基 本 計 画 策 定 に 関 す る 基 本 方 針 （ 案 ） に つ い て  

 
５  配 付 資 料  
（ １ ） 流 山 市 総 合 計 画 （ 本 編 ）  

（ ２ ） 下 期 ５ か 年 計 画 書  

（ ３ ） 実 施 計 画 書 （ 平 成 ２ ０ 年 度 ～ ２ １ 年 度 ）  

（ ４ ） 総 合 計 画 の 概 要 に つ い て  

（ ５ ） 後 期 基 本 計 画 策 定 に 対 す る 基 本 方 針 （ 案 ）  
（ ６ ） 流 山 市 総 合 計 画 審 議 会 委 員 名 簿  
（ ７ ） 策 定 ス ケ ジ ュ ー ル  
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６  議 事 内 容  
【 委 嘱 状 交 付 】  
・  議 長 が 決 定 し て い な い の で 副 市 長 が 仮 議 長 で 進 行  
・ 議 題  
（ １ ） 流 山 市 総 合 計 画 の 概 要 に つ い て  
（ ２ ） 後 期 基 本 計 画 策 定 に 関 す る 基 本 方 針 （ 案 ） に つ い て     
 事 務 局 説 明  
・ 条 例 に 基 づ き 、 会 長 は 互 選 で 浅 見 委 員 が 選 任 さ れ 、 会 長 の 職 務

代 理 は 、 会 長 の 指 名 に よ り 増 岡 委 員 が 選 任 さ れ た 。  
 
 (浅 見 会 長 )  
 ・ 事 務 局 の 説 明 内 容 に つ い て 質 問 や 意 見 、 確 認 事 項 な ど 発 言 を

求 め ま す 。  
 
(増 岡 委 員 )  
・ 後 期 基 本 計 画 の 策 定 に 当 た り 市 長 の 諮 問 の 手 続 き は な い の か 。  
・ 後 期 基 本 計 画 は 、 平 成 ２ ０ 年 度 と ２ １ 年 度 の 丸 々 ２ 年 間 を 掛  
け て 策 定 す れ ば よ い の か 。  

 
(加 藤 企 画 政 策 課 長 )  
 ・ 策 定 期 間 は 、 平 成 ２ ０ 年 度 と ２ １ 年 度 の ２ か 年 と な る 。  
 
(石 原 副 市 長 )  
・ 今 回 は 、 諮 問 答 申 で は な く 意 見 聴 取 で あ る 。  
・ 総 合 計 画 審 議 会 は 、 ２ ０ 年 の １ ０ 月 位 に １ 期 、 ２ １ 年 の １ 月

位 に ２ 期 、 そ の 後 、 最 終 的 に 諮 問 答 申 と し た い 。  
 ・ 庁 内 で 基 礎 的 な 分 析 や 行 政 評 価 の 結 果 、 総 合 計 画 の 総 括 を す

る の で 、 そ の 途 中 経 過 を 報 告 し な が ら 審 議 を 行 っ て い た だ き

た い 。  
 
(増 岡 委 員 )  
 ・ 審 議 会 が 審 議 す る の は 後 期 １ ０ 年 の 基 本 計 画 か 確 認 し た い 。  
・ 基 本 構 想 は 、 前 提 と な る 社 会 、 経 済 情 勢 な ど が 大 き く 変 化 し  
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そ の 内 容 と の 間 に 乖 離 が 生 じ た 場 合 に は 見 直 す と し て い る が 、

見 直 し の 必 要 性 に つ い て 事 務 局 は 、 ど う 考 え て い る か 。  
 
(浅 見 会 長 )  
 ・ 方 針 と し て 、 ２ ０ 年 、 １ ０ 年 、 ５ 年 、 ３ 年 と い う ４ 層 の 構 想

を ２ ０ 年 、 １ ０ 年 の あ と ３ 年 、 ３ 年 、 ４ 年 と い う ３ 層 の 実 施

計 画 と す る フ レ ー ム に つ い て 、 意 見 を 求 め た い 。  
 
（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 基 本 構 想 の 見 直 し に つ い て は 、 Ｔ Ｘ の 開 業 は 想 定 し て い た の  

で 、 こ れ だ け で 大 き な 情 勢 変 化 と は 言 え な い 。  

・ 人 口 フ レ ー ム に つ い て は 、 区 画 整 理 事 業 の 進 捗 の 遅 れ や 少 子

化 な ど の 現 状 を 踏 ま え て 決 定 し 、 収 入 面 の 財 政 フ レ ー ム を 固

め て 、 身 の 丈 に あ っ た 現 実 的 な 計 画 と し た い の が 基 本 的 な 考

え 方 で あ る 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 事 務 局 の 基 本 方 針 案 で 良 い か 、 計 画 に 無 い も の 、 プ ラ イ オ リ

テ ィ を 付 け た い も の な ど 、 案 に つ い て 意 見 を 求 め た い 。  

・ 大 き な 社 会 情 勢 の 変 更 は な い の で 、 基 本 的 に は 、 基 本 構 想 に

基 づ い て 計 画 す る と い う 方 針 に つ い て 、 意 見 を 求 め た い 。  

・ 行 政 評 価 シ ス テ ム と 連 動 し た 計 画 に し て 、 成 果 指 標 や 目 標 値  

な ど 設 定 す る 。 後 期 の 計 画 で は 、 少 し 具 体 的 な 目 標 像 を 明 確  

に し 、 予 算 に 反 映 し て い く 仕 組 み を 具 体 化 す る と い う こ と に

意 見 を 求 め た い 。  

・ 成 果 指 標 と は ど ん な イ メ ー ジ を 考 え て い る の か 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ ３ ６ の 施 策 で ひ と つ の 大 き な 目 標 を 立 て る が 、 数 値 で 立 て ら

れ る も の も あ れ ば 、 行 政 の 基 本 的 な 考 え 方 と し て の 文 言 の 指

標 も あ る 。 審 議 会 の 知 恵 を 借 り な が ら 示 し て い き た い 。  

 

（ 遠 藤 行 政 改 革 推 進 課 長 ）  
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・ 例 え ば 「 ま ち づ く り 達 成 度 ア ン ケ ー ト 」 で 、 目 標 を 掲 げ て 、

市 民 が ど の よ う に 評 価 し て い る か 毎 年 調 べ て お り 、 こ れ ら も

指 標 と し た い 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 評 価 結 果 と 予 算 に 反 映 し て い く 仕 組 み を 具 体 化 す る と い う の  

は 、 ど の よ う な 形 で 反 映 し て い く 考 え な の か 。  

 

（ 遠 藤 行 政 改 革 推 進 課 長 ）  

・ 各 事 業 ご と の 成 果 指 標 を 元 に し て 、 事 業 に 関 連 し た 課 長 を 集  

め た 施 策 主 管 課 長 会 議 で 、 様 々 な 目 標 設 定 や 評 価 を 行 い 、 優  

先 度 を 決 め て 事 業 を 選 定 す る 。 今 後 １ ０ 年 間 の 新 規 事 業 に つ  

い て も 、 施 策 主 管 課 長 会 議 の 中 で 優 先 度 を 決 め て 選 定 す る 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 具 体 的 に 指 標 で の 評 価 は 、 進 捗 と 社 会 の ニ ー ズ の 視 点 が あ る

が 、 そ れ ら を 加 味 し て 優 先 度 の 高 い も の か ら 予 算 措 置 を 重 点

的 に し て い く イ メ ー ジ な の か 。  

 

（ 染 谷 企 画 財 政 部 長 ）  

・ 例 え ば 「 ま ち づ く り 達 成 度 ア ン ケ ー ト 」 で の 市 民 の 評 価 を 指

標 と し て 、 そ の 指 標 が 変 化 し た 場 合 は 、 そ の 原 因 を 究 明 し 、

解 決 を 図 る た め 、 次 年 度 の 予 算 に 反 映 す る 方 法 を 考 え て い る 。  

 

（ 増 岡 委 員 ）  

・ 基 本 方 針 の 「（ ３ ） 財 政 状 況 に 即 し た 計 画 」 で 、「 財 政 状 況 に

合 致 し た 有 効 性 の 高 い 事 業 選 択 を 行 う 」 と あ る が 、 歳 入 の 見

通 し を 固 め る と い う の と 合 致 す る の か 。  

・「（ ４ ） 職 員 の 参 加 」 で 「 庁 内 に 策 定 組 織 を 設 置 す る も の 」 と

あ る が 、 現 在 の 企 画 財 政 部 内 に ま た ひ と つ 何 か 作 る の か 。  

・「（ ５ ） 市 民 参 加 」 で 「 多 く の 市 民 の 声 を 反 映 さ せ る た め に 、

効 率 的 、 効 果 的 な 市 民 参 加 の 手 法 を 取 り 入 れ る 」 と あ る が 、

市 民 の 声 を 反 映 さ せ る の は 良 い が 、 判 り や す い 方 法 で デ ー タ
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を 提 供 す べ き で あ る 。  

（ 染 谷 企 画 財 政 部 長 ）  

・ 今 後 の 財 政 運 営 に つ い て は 、 公 債 費 比 率 あ る い は 経 常 収 支 比

率 を 十 分 視 野 に 入 れ た 上 で 、 歳 入 フ レ ー ム の 確 実 な も の を 決

め て 、 そ れ に 合 っ た 歳 出 を す る な ど 、 歳 入 の 身 の 丈 に あ っ た

歳 出 需 要 を 固 め て い く 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ 庁 内 の 策 定 体 制 で は 、 部 長 ク ラ ス で 組 織 す る 「 計 画 策 定 会

議 」 な ど を 作 り 、 計 画 策 定 を 進 め て い く 。  

・ 分 か り に く い と い う 点 で は 、 広 報 や ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し

な が ら 、 Ｐ Ｒ し て い き た い 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 今 の 財 政 状 況 に 即 し た 計 画 と い う 部 分 は 、 財 政 状 況 に 合 致 し

た 有 効 性 の 高 い 運 営 を す る と い う 方 針 を 決 め る の か 、 選 択 を

行 え る よ う な 仕 組 み を 提 案 す る の か 、 財 政 状 況 に 合 致 す る よ

う 事 業 の プ ラ イ オ リ テ ィ ま で 検 討 す る の か 、 ど こ ま で 議 論 す

る の か 。  

 

（ 大 澤 委 員 ）  

・ 長 期 的 な 視 点 に 立 っ て 推 計 し た 財 政 計 画 と あ る が 、 自 治 体 は 、  

単 年 度 予 算 で 実 施 す る の で 、 長 期 計 画 に つ い て も 実 施 段 階 で

単 年 度 毎 に 予 算 を 組 ん で い く 方 法 と 、 長 期 に 渡 る 施 策 、 計 画

で あ れ ば 、 予 算 措 置 も 長 期 に 渡 っ て 特 別 会 計 予 算 と し て い く

方 法 が あ る が 、 事 務 局 の 考 え 方 は ど う か 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ 財 政 フ レ ー ム に つ い て は 、 基 本 計 画 の １ ０ 年 分 の 歳 入 の フ レ

ー ム の 積 算 を し 、 単 年 毎 の 予 算 の 反 映 は 、 実 施 計 画 の 中 で 財

政 と 連 動 し て 計 画 す る 。  

・ 財 政 状 況 の 議 論 は 、 審 議 会 と し て の 基 本 的 な 考 え を 提 言 い た

だ け れ ば よ い 。  
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（ 浅 見 会 長 ）  

・ 考 え 方 と い う の は 、 曖 昧 で あ る 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 人 口 フ レ ー ム を １ ０ 年 分 、 財 政 フ レ ー ム も １ ０ 年 分 、 で き れ

ば 特 別 会 計 も 含 め て 歳 入 を 固 め て 、 収 入 の 見 通 し を 立 て て 、

効 率 的 に 支 出 し て い く が 、 そ の 中 で 優 先 事 業 を 決 め て 、 要 望

や 審 議 会 の 意 見 を 聞 き な が ら 計 画 を 作 っ て い く 。  

 

（ 染 谷 企 画 財 政 部 長 ）  

・ 一 般 会 計 、 特 別 会 計 、 企 業 会 計 の １ ０ か 年 の 財 政 見 通 し の 事

務 局 案 が 確 定 し た な ら ば 、 前 期 計 画 の 評 価 と と も に 審 議 会 に

提 出 し 、 審 議 い た だ く 。  

 

（ 久 保 委 員 ）  

・ 基 本 的 な フ レ ー ム の 見 直 し の 中 間 的 な 見 通 し は 、 い つ 頃 ま と  

ま る の か 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ 人 口 フ レ ー ム に つ い て は 、 ６ 月 中 を 目 途 に 公 表 に 向 け て 最 終

段 階 で あ る 。 財 政 フ レ ー ム に つ い て は 、 財 政 を 中 心 に 作 業 中

で 、 ８ 月 中 を 目 途 に 積 算 を し て い き た い 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 第 １ 回 の 審 議 の 時 に は 、 示 さ れ る と 考 え て よ ろ し い か 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ 提 言 が 終 っ て 、 第 １ 回 の 審 議 の 時 に は 、 人 口 フ レ ー ム も 財 政

フ レ ー ム も 示 し て 、 議 論 で き る と 考 え て い る 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト が ６ つ 、 緑 と 水 辺 、 子 供 の 未 来 、 安 心 安 全 、

健 康 維 持 、 活 力 、 市 民 の 幸 せ な ど キ ー ワ ー ド だ が 、 計 画 を 考
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え る 上 で 、 こ の フ レ ー ム に つ い て 、 意 見 を 求 め た い 。  

 

（ 大 澤 委 員 ）  

・ 健 康 い き い き ま ち づ く り で 、 命 の 問 題 を 市 と し て 追 加 す べ き

と 考 え る が 、 先 行 き こ れ を 増 や す か ど う か 、 事 務 局 は ど う 考

え る の か 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 命 の 問 題 、 子 育 て の 問 題 は 、 他 に 優 先 す べ き だ が 、 そ う い う

議 論 を こ の 審 議 会 で し て い た だ き た い 。 そ の 結 果 と し て 重 点

プ ロ ジ ェ ク ト の 柱 も こ う い う 方 が 適 切 で あ る と い う こ と で あ

れ ば 、 積 極 的 に 提 言 を お 願 い し た い 。  

 

（ 加 藤 委 員 ）  

・ 前 期 の １ ０ 年 間 の 中 で 、 ど の よ う な 課 題 が あ っ た の か 、 課 題

が あ っ た ら 、 次 の 回 で 示 せ る の か 。  

・ 行 政 評 価 シ ス テ ム と も 関 連 す る が 、 そ の 課 題 を 次 の １ ０ 年 間

で 踏 ま え て い く べ き な の か 、 そ の 課 題 と は 別 に 基 本 構 想 の 最

初 の も の に 基 づ い て 、 今 後 の １ ０ 年 間 を 考 え て い く の か 、 そ

の 辺 り が 見 え て こ な い 。  

・ 流 山 市 総 合 計 画 の 中 で も 現 状 と 課 題 と 統 計 が 古 い の で 、 最 新

デ ー タ 、 現 状 を 示 し て 頂 き た い 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 前 期 の 課 題 と 現 状 に つ い て 、 意 見 を 求 め た い 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ 後 期 基 本 計 画 を 策 定 す る 前 提 と し て 、 前 期 の 基 本 計 画 の 総 括

を し な け れ ば な ら な い と 認 識 し て い る 。 そ の 総 括 、 評 価 は 、

８ 月 頃 ま で に は 作 業 を 終 ら せ て 、 財 政 、 人 口 を 同 時 に 示 し た

い 。  

 ・ 現 在 、 総 合 計 画 に 示 し て い る 資 料 は 、 最 新 の デ ー タ で で き る

だ け 設 定 し て い き た い 。  
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（ 染 谷 企 画 財 政 部 長 ）  

・ 評 価 の 単 位 は 、 総 合 計 画 の ３ ６ 本 の 施 策 毎 と し て 、 １ ０ 年 間

の 振 り 返 り 、 評 価 、 現 状 と 課 題 、 次 の 基 本 計 画 に 向 け た 解 決

策 等 を 秋 口 ま で に 行 い た い 。  

 

（ 加 藤 委 員 ）  

・ 下 期 五 か 年 計 画 の ６ 本 の 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト を 審 議 し て い く 上

で は 、 審 議 会 も 課 題 を 踏 ま え て 細 か く 考 え て い く べ き で あ る 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 第 １ 回 の 審 議 で は 、 当 然 、 課 題 を 踏 ま え る が 、 次 の ５ 月 の 会

議 で は 、 間 に 合 わ な い の で 、 課 題 を 踏 ま え な い 形 の 審 議 と な

る 。  

 

（ 新 保 委 員 ）  

・ ３ ６ の 施 策 の 一 番 最 初 に 生 態 系 に 配 慮 と あ り 、 基 本 構 想 の 将

来 都 市 像 が 豊 か な 自 然 や 歴 史 環 境 を 活 か し と あ る が 、 本 気 で

考 え て い る の か 。  

・ 自 然 と 歴 史 と 文 化 と あ る が 、 そ れ ぞ れ 減 る も の な の か 、 増 や

せ る も の な の か 、 市 と し て 生 態 系 の 把 握 、 調 査 を し て い な い

が 、 基 本 的 な 考 え 方 は ど う か 。  

・ 桜 や ツ ツ ジ な ど の 自 然 と 生 態 系 と ど ち ら を 重 視 す る の か 、 議

論 を す る 上 で 確 認 し た い 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 基 本 的 な ス タ ン ス と し て 、 自 然 の 豊 か さ を 守 る の も 育 て る の

も 人 々 の 力 で あ り 、 気 づ き と い う 点 で 、 小 学 校 に ビ オ ト ー プ

を 配 置 し た り 、 自 然 を 大 切 に す る 考 え を 小 さ い 頃 か ら 養 う な

ど 、 教 育 と か 、 行 政 の 各 般 の 中 で そ の よ う な 考 え 方 を 活 か し

て い き た い 。  

・ お お た か の 森 は 、 市 民 の 大 き な 力 で あ れ だ け 大 き な 形 と し て

残 っ た が 、 将 来 に 亘 っ て 守 り 育 て て 後 世 に 継 承 し て い く 緑 ・

里 山 と し て 、 生 態 系 に 配 慮 し て い き た い 。  
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・ 生 態 系 を 前 面 に 出 し 過 ぎ る と 極 論 に な る の で 、 今 あ る 自 然 を

守 り 育 て て い き た い 。 例 え ば 、 グ リ ー ン チ ェ ー ン 戦 略 で は 、

流 山 の 生 態 系 に 合 っ た 高 木 を 植 え る な ど 、 知 恵 を 出 し 合 っ て

自 然 を 守 っ て い き た い 。  

 

（ 石 井 委 員 ）  

・ 前 期 の 計 画 は 、 総 花 的 に 網 羅 さ れ て い て 、 審 議 会 の 限 ら れ た

時 間 で す べ て を チ ェ ッ ク は 出 来 な い 。 審 議 会 で は 、 ま ち づ く

り の 方 向 性 と か 、 プ ラ イ オ リ テ ィ を 高 め る な ど 、 戦 略 的 な も

の に 絞 っ て は ど う か 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ ６ 本 の 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト が 具 体 的 に 戦 略 的 な も の と 見 て い た

だ き 、 そ こ を 中 心 に 議 論 を 深 め て 頂 き た い 。  

 

（ 奥 田 委 員 ）  

・ 市 民 の 意 見 を 吸 い 上 げ る の が タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ と な っ て い

る が 、 ど の よ う な 単 位 で 、 ど の 程 度 、 行 わ れ る の か 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ は 、 現 状 ・ 課 題 の 整 理 、 基 本 方 針 の 整 理 、

ま と め の ３ 段 階 で 各 々 の 段 階 で ２ 回 ず つ 位 の 開 催 を 考 え て い

る 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 例 え ば 中 学 生 対 象 と か 、 女 性 対 象 と か 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 の 個 別 的

な 意 見 交 換 会 と か 、 階 層 別 あ る い は 多 様 な 、 手 段 で 市 民 の 意

見 が 反 映 さ れ る よ う に 努 力 を し た い 。  

 

（ 木 下 委 員 ）  

・ 総 合 計 画 の 中 で 、 自 然 、 歴 史 と い う こ と を 謳 う 以 上 、 市 全 域

の 自 然 環 境 の 実 態 調 査 の た め の 予 算 措 置 を す る べ き で あ る 。  

・ 人 口 が 減 っ て い く こ と は 、 自 然 や 環 境 保 全 、 保 護 の チ ャ ン ス
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で あ り 、 そ の 辺 の ポ リ シ ー を 計 画 で 決 め る こ と が 、 魅 力 を 高

め て 人 口 減 少 に 歯 止 め を 掛 け る こ と に な る 。  

・ 人 口 が 減 る こ と に 対 し て 、 減 ら な い よ う な 措 置 を 基 本 計 画 の

中 で 明 確 に 謳 う の か 、 ほ っ て お け ば 減 る の で 、 そ れ に 合 わ せ

て 身 の 丈 に 合 っ た 計 画 を 立 て る の か 、 ど ち ら な の か 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 緑 豊 か な 街 に な る よ う に グ リ ー ン チ ェ ー ン 戦 略 を 展 開 し た り 、

人 口 の 増 加 策 と し て 、 Ｔ Ｘ 沿 線 整 備 を 一 生 懸 命 や っ て 努 力 し

て い る 。 身 の 丈 に あ っ た 計 画 と い う の は 、 流 山 の 歳 入 を き ち

っ と 計 算 し て 、 借 金 を 残 さ な い よ う に 、 過 大 な 投 資 は し な い

と い う 意 味 で あ る 。  

 

（ 村 瀬 委 員 ）  

・ 基 本 方 針 の 案 に つ い て 、 気 に な る の は 「（ ４ ） 職 員 の 参 加 」

と 「（ ５ ） 市 民 参 加 」 は 、 順 番 が 逆 で は な い の か 。  

・ 市 民 が 計 画 を 見 て 、 流 山 っ て こ う い う 街 な ん だ 、 こ う い う こ

と を や ろ う と し て い る ん だ と 、 ぱ っ と 分 か る よ う な 形 で 事 務

局 で ま と め て 頂 き た い 。  

 

（ 石 原 副 市 長 ）  

・ 順 番 に つ い て は 、 他 意 が あ り ま せ ん の で 事 務 局 と 相 談 し た い 。  

・ 分 か り や す い 計 画 を 作 っ て い き た い 。 立 派 な 計 画 書 を 作 る よ

り も 、 計 画 の 結 果 、 ひ と つ で も 多 く の 流 山 の 施 策 が 前 進 し て 、

市 民 満 足 度 が 高 ま る 方 が 、 価 値 が 大 き い と 考 え る 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

・ 予 定 時 間 を 過 ぎ ま し た の で 、 ご 発 言 頂 け な か っ た 委 員 は 、 次

回 、 優 先 的 に ご 発 言 を お 願 い し た い 。  

・ 次 回 の 審 議 会 の ス ケ ジ ュ ー ル を 事 務 局 か ら お 願 い し た い 。  

 

（ 加 藤 企 画 政 策 課 長 ）  

・ 次 回 は 、 ５ 月 １ ４ 日 、 午 後 ４ 時 ３ ０ 分 か ら 流 山 市 役 所 で 開 催
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予 定 で あ る 。 今 日 の 貴 重 な 意 見 は 、 基 本 方 針 の 中 に 反 映 さ せ

て 、 事 前 に 資 料 を 送 り 、 第 ２ 回 の 審 議 会 で 議 論 を 頂 き た い 。  

 

（ 浅 見 会 長 ）  

そ れ で は 、 第 １ 回 総 合 計 画 審 議 会 を 終 り ま す 。  


